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◆�「広報みなと」は新聞（朝日・読売・毎日・日本経済・産経・東京）折り込みです。区の施設や、郵便局（赤坂・一ツ木通・麻布・芝・芝公園・新橋・高輪）、公衆浴場、区内のＪＲ・
　地下鉄・ゆりかもめの駅、新聞販売店等に置いてある他、希望する区民の皆さんに配達しています。また、「点字広報」、「声の広報」も発行していますので、ご利用ください。

「広報みなと」は、港区ホームページ（http://www.city.minato.tokyo.jp）でもご覧いただけます。
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　桜の咲く季節になりました。
　区内には、桜を見ることのできる場所が数多くあります。
　この機会に、お花見に行ってみてはいかがでしょうか。
※ この写真は、平成27年3月31日に撮影したものです。

桜と東京タワー
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総合支所の組織と主な取り扱い業務
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1-16-1

芝浦一丁目
（ちぃばす）

愛育病院愛育病院東京
モノレール

東京
モノレール

（みなとパーク芝浦）（みなとパーク芝浦）

組織 主な業務

総合支所

副総合支所長 総合支所長の補佐（管理課長を兼務）

管理課

管理係 総合支所の管理運営、情報公開、区民の意見・要望の受け付け、後援名義等使用承認、り災証明の発行等
施設運営担当 所管区域の保育園・児童館・子ども中高生プラザ・いきいきプラザ・放課GO→クラブ等の施設の管理運営・施設計画
飯倉学童クラブ等事業担当
（麻布地区総合支所のみ） 飯倉学童クラブ等の事業運営等
みなとパーク芝浦管理担当
（芝浦港南地区総合支所のみ）みなとパーク芝浦の施設管理等

協働推進課

協働推進係

《地域振興》　町会・自治会活動の支援、老人クラブの支援、青少年対策地区委員会活動の支援、商店街活動の支援
《防災・生活安全》　防災住民組織の支援、地域防災訓練の実施、消防団の支援、防犯パトロールの推進、住まいの防犯対策に関する
助成、家具転倒防止器具助成の申請受け付け等

《環境・清掃》　環境美化活動の支援、リサイクル活動の支援、ごみ処理券の販売、防鳥ネットの配布、環境・公害（騒音等）の相談、カ
ラス対策の相談等

《その他》　地域猫の去勢・不妊手術費用助成、区民向け住宅入居案内、災害見舞金（小規模）、区民交通傷害保険、地域葬儀支援（高輪
地区総合支所のみ）等

地区政策担当 地域の計画づくり、地域情報誌（紙）発行、区民・NPO等との協働、区政への区民参画の推進、地域文化の推進、地域の国際化に関わる
施策の推進等

まちづくり推進担当 地域事業の推進、街づくりの相談、交通対策の相談、緑化の普及・助成、保護樹木等に関すること、町会等への道路・公園の使用許可、
放置自転車対策、空き地管理の適正化等

土木係 道路・橋りょう・公園・公衆便所・街路樹・街路灯等の維持管理、私道整備の助成および工事、私道の防犯灯設置助成等
台場担当（芝浦港南地区総合
支所のみ） 台場地域における協働推進課の事業の連絡調整、台場地域における区民からの意見・要望・相談の受け付け

まちづくり担当課長 地域事業の推進、地域の街づくりの推進

区民課

窓口サービス係

《住民登録・証明発行・就学》　転入・転出・区内転居の届出、住民票の写しの交付（※1）、印鑑登録、印鑑登録証明書の交付（※1）、自
動交付機カード・マイナンバーカード（個人番号カード）の交付、転入学通知に関する事務、公的個人認証等

《特別永住者》　特別永住者証明書に関する相談・手続き（特別永住許可申請の手続きは芝地区総合支所のみ）
《戸籍に関する届出・証明発行》　戸籍の証明（謄本・抄本（※1）、受理証明（※2））発行、出生・死亡・婚姻等の戸籍諸届（※2）、埋火葬

許可（※2）等
《区税・国民健康保険・国民年金・介護保険》　住民税・軽自動車税・国保保険料・介護保険料の納付、区民税の申告、納課税証明書発行
（※1）、オートバイ（125cc以下）の登録・廃車、自動車臨時運行許可、国保加入・各種給付等に関する申請・届出、国民年金に関する
届出、国保・介護保険被保険者証の再発行等および相談（芝地区総合支所では※1以外は相談担当で取り扱い）

《高齢者や障害のある人》　後期高齢者医療制度・心身障害者医療費助成に関する手続き・相談等（芝地区総合支所では相談担当で
取り扱い）

《区民保養施設》　区民保養所利用手帳の再交付
《その他》　区民葬儀券の交付（※2）
※1　芝地区総合支所では証明交付担当で取り扱い
※2　芝地区総合支所では戸籍係で取り扱い

保健福祉係

《高齢者》　紙おむつ給付・緊急通報システム・配食サービス・介護保険の要介護（要支援）認定の申請受け付け、虐待防止・成年後見
制度の相談、養護老人ホーム入所等の相談・申請受け付け、障害者控除対象者認定、救急医療情報キットの申請受け付け・配布等

《子育て》　子どものための教育・保育給付支給認定の申請受け付け、保育園の入所相談・申し込み受け付け、保育園在園者の各種届
け出受け付け、一時保育等の相談、各種助成等申請受け付け（子ども医療費助成・出産費用助成・児童手当・児童育成手当・児童扶
養手当・特別児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成）、ひとり親家庭休養ホーム（日帰り施設）利用券の交付等

《障害のある人》　身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・愛の手帳・各種障害者手当・各種障害者福祉サービス・特殊疾病（難
病）医療費助成等の申請受け付け、自立支援医療（育成・更正・精神）

《保健衛生》　母子健康手帳の交付、妊婦健康診査費用助成の申請受け付け、小児慢性疾患医療費助成・養育医療の申請受け付け、飼
い犬の登録等

《その他》　民生委員・児童委員活動への支援
生活福祉係 生活の相談（生活にお困りのときの相談）、生活保護の実施と自立支援、路上生活者に対する援護・自立支援事業（芝地区総合支所の

み）、戦没者の遺族等を対象とした特別給付金の申請受け付け等
窓口調整係
（芝地区総合支所のみ） 住居表示に関する申請（芝地区以外の総合支所では窓口サービス係で取り扱い）
個人番号カード交付推進担当
（芝地区総合支所のみ） マイナンバーカードの総合調整

相談担当
（芝地区総合支所のみ）

住民税・軽自動車税・国保保険料・介護保険料の納付、区民税の申告、オートバイ（125㏄以下）の登録・廃車、自動車臨時運行許可、国
保加入・各種給付等に関する申請・届出、国民年金に関する届出、国保・介護保険被保険者証の再発行等および相談、後期高齢者医療
制度・心身障害者医療費助成に関する手続き・相談等（芝地区以外の総合支所では窓口サービス係で取り扱い）

証明交付担当
（芝地区総合支所のみ）

住民票の写しの交付、印鑑登録証明書の交付、戸籍の証明（謄本・抄本）、納課税証明書発行（芝地区以外の総合支所では窓口サービ
ス係で取り扱い）、住民基本台帳の閲覧、住民票の写し・戸籍の証明の郵送請求

戸籍係
（芝地区総合支所のみ）

出生・死亡・婚姻等の戸籍諸届、戸籍届出による証明（受理証明）発行、埋火葬許可等（芝地区以外の総合支所では窓口サービス係で
取り扱い）

生活福祉担当課長（芝地区総合支所のみ） 生活の相談（生活にお困りのときの相談）、生活保護の実施と自立支援、路上生活者に対する援護・自立支援事業

一時閉店となるもの
　◦11階食堂：平成28年4月～平成29年3月（平成29年4月再開予定）　◦1階売店：平成28年4月～（再開時期未定）
一部利用中止をするもの　トイレ、エレベーターは順次改修・取り替えを行うため、一部利用できなくなる期間があります。
　詳しい工事内容、期間は港区ホームページと庁舎内に掲示します。

問い合わせ
契約管財課庁舎改修工事担当
☎3578－2275

港区役所本庁舎・芝地区
総合支所の大規模改修工
事が4月から始まります
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4月1日から
区の組織の一部を
改正しました

平成28年度港区組織図（平成28年4月1日現在）
　※課以上を表記しています

区議会 事務局 次長

区
長

副
区
長

芝地区総合支所

2面のとおり

麻布地区総合支所
赤坂地区総合支所
高輪地区総合支所
芝浦港南地区総合
支所

産業・地域振興支
援部

地域振興課
国際化・文化芸術担当課長
産業振興課
観光政策担当課長
税務課

保健福祉支援部

保健福祉課
地域包括ケア・福祉施設整備
担当課長
高齢者支援課
介護保険課
障害者福祉課
生活福祉調整課
国保年金課

地域包括ケア・福祉
施設整備担当部長

みなと保健所
生活衛生課
保健予防課
健康推進課

子ども家庭支援部

子ども家庭課
保育担当課長
保育・児童施設計画担当課長
子ども家庭支援センター

街づくり支援部

都市計画課
住宅担当課長
開発指導課
再開発担当課長
品川駅周辺街づくり担当課
長
建築課
土木課
土木計画担当課長
交通対策担当課長
土木施設管理課

特定事業担当部長

環境リサイクル支
援部

環境課
地球温暖化対策担当課長
みなとリサイクル清掃事務所

企画経営部

企画課
区役所改革担当課長
自治体間連携推進担当課長
用地・施設活用担当課長
区長室
財政課
施設課

用地・施設活用担当部長

防災危機管理室 防災課
危機管理・生活安全担当課長

総務部

総務課
人権・男女平等参画担当課長
情報政策課
人事課
人材育成推進担当課長
契約管財課

会計管理者 会計室

教
育
委
員
会

教
育
長
事務局（次長）

庶務課
教育政策担当課長
学務課
学校施設担当課長
学校整備担当課長
生涯学習推進課
図書・文化財課
指導室

選挙管理委員会 事務局
監査委員 事務局 副参事（監査担当）

保健福祉支援部
地域包括ケア・福祉施設整備担
当部長、地域包括ケア・福祉施
設整備担当課長
　地域包括ケアシステムの担当
を対外的に分かりやすく示すた
め、福祉施設整備担当部長およ
び福祉施設整備担当課長の名称
を地域包括ケア・福祉施設整備
担当部長および地域包括ケア・
福祉施設整備担当課長に変更し
ます。
高齢者支援課、介護保険課
　要支援の人から元気な高齢者
まで、介護予防と日常生活の自
立を支援する新しい総合事業

（介護予防・日常生活支援総合
事業）を4月から開始し、高齢者
相談センターと連携した区独自
の高齢者サービスを円滑に実施
するため、高齢者支援課に総合
事業推進担当を設置します。
　また、介護保険制度の発足か
ら₁₆年目を迎え、地域包括ケア
システムの柱の一つである「介
護」について、保険制度の運営
を担う組織として、今後より一
層適正な給付に向けた取り組み
や円滑な要介護認定の取り組み
等を充実させるため、介護保険
担当課長を廃止し、介護保険課
を設置します。これに伴い高齢
者支援課介護給付係以下3係2担
当を同課から介護保険課に再編
します。
図1
保健福祉支援部
保健福祉課
地域包括ケア・福祉施設整備担当課長
高齢者支援課
高齢者福祉係
在宅支援係
高齢者施設係
介護予防係
総合事業推進担当

介護保険課
介護給付係
介護保険料係
介護認定係
介護収納相談担当
介護事業者支援担当

障害者福祉課
生活福祉調整課
国保年金課

地域包括ケア・福祉施設整備担当部長

みなと保健所
生活衛生課、保健政策調整担当
課長
　新保健所の施設計画等を含め
保健衛生行政に関する当面の調
整業務の終了に伴い、（仮称）み
なと在宅緩和ケア支援センター
整備等の業務を健康推進課等に
引き継ぎ、保健政策調整担当課
長および保健政策調整担当を廃
止します。
保健予防課
　区民の健康を支える地域医療
体制を強化するとともに、災害
発生時の医療救護体制の整備等
一環した医療連携体制を確立さ
せるため、保健予防課に地域医
療連携担当を設置します。
図2
生活衛生課
保健予防課
保健予防係
感染症対策担当
公害補償担当
地域医療連携担当

健康推進課

　区民サービスの向上と、事業運営や執行体制の
効率化をめざし、組織の一部を改正しました。主
な改正点をお知らせします。
※図は改正後の組織図で、■は新設・変更部

分を表します。

マイナンバー(個人番号)をお知らせする通知カードの保管期間を延長します
　マイナンバーが記載された「通知カード」は平成27年度末に、世帯ごとに簡易書留で送付しました。不在の場合、芝地区総合支所区民課へ返送され、保管しています。当初受け取り期間は、平成28年3月末
までとしていましたが、引き続き平成29年3月まで受け付けます。まだ受け取りができていない人は、芝地区総合支所区民課へ取りにきてください。
問い合わせ　区の通知カードの送付・マイナンバーカード交付の問い合わせ窓口　芝地区総合支所区民課ナビダイヤル（日本語、英語、中国語で対応）  ☎0570－00－1277  ※ガイダンスの後に「1」を押してください。

子ども家庭支援部
子ども家庭課、子ども・子育て
支援制度担当課長
　「子ども・子育て支援制度」の
円滑な実施に向けた調整業務等
の終了に伴い、子ども・子育て
支援制度担当課長および子ど
も・子育て支援制度担当を廃止
する他、子育て世帯臨時特例給
付金の支給業務が終了すること
に伴い、子育て世帯臨時特例給
付金担当を廃止します。
子ども家庭課、保育・児童施設
計画担当課長
　保育園の待機児童解消をはじ
め、今後の子ども人口の増加に
伴う諸課題に迅速に対応し、安
全で安心できる子育て環境を実
現するため、保育・児童施設計
画担当課長を設置するととも
に、子ども政策担当を保育・児
童施設計画担当に再編します。
　また、「子ども・子育て支援
制度」の実施に伴う、私立を含
めた全ての保育園に対する指導
検査業務を適切に行うととも
に、業務の効率化を図るため、
保育施設指導係を設置します。
図3
子ども家庭課
子ども家庭係
子ども給付係
家庭相談担当
青少年育成担当
保育支援係
保育施設指導係
保育担当
保育・児童施設計画担当

保育担当課長
保育・児童施設計画担当課長

街づくり支援部
品川駅周辺街づくり担当課長
　2020年東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会等を契機
とした、品川駅周辺地区の街づ
くり（土地区画整理事業、泉岳
寺駅周辺地区の第二種市街地再
開発事業等）に対し、区が主体
的に地権者や地域住民の理解・
協力を得ながら、国、都、鉄道
事業者等との協議、調整等を進
めていくため、品川駅周辺街づ
くり担当課長および品川駅周辺
街づくり担当を設置します。
図4
開発指導課
街づくり調整係
開発調整担当
開発指導係
街づくり担当
景観指導係
都市再生担当
再開発担当
品川駅周辺街づくり担当

再開発担当課長
品川駅周辺街づくり担当課長

建築課
　調査係および建築審査係の双
方で扱う意匠設計の図面審査
等、類似業務の効率化を図ると
ともに、建築確認審査業務に係
る職員体制を強化するため、調
査係を建築企画担当に再編しま
す。
図5
建築課
建築事務係
建築審査係
建築企画担当
構造係
建築設備担当
建築監視担当
建築紛争調整担当

企画経営部
企画課、自治体間連携推進担当
課長
　「港区総合戦略」の策定を契機
に、各部門で取り組んでいる自
治体間連携に関する情報共有を
図るとともに、区独自の自治体
間連携を企画し全庁的に推進し
ていくため、自治体間連携推進
担当課長および自治体間連携推
進担当を設置します。
　また、短期集中的に行ってき
た指定管理者制度の安定的な運
営に向けた取り組みを継続的に
行っていくため、業務を企画担
当に引き継ぎ、指定管理者制度
担当を廃止します。
図6
企画課
企画担当
政策研究担当
自治体間連携推進担当
用地・施設活用担当
公共施設マネジメント担当

区役所改革担当課長
自治体間連携推進担当課長
用地・施設活用担当課長

総務部
情報政策課
　区民生活に関わるICT（情報
通信技術）環境の変化に的確に
対応し、区民サービス向上に向
けた情報化施策を一層推進する
ため、ICT推進担当を設置し、
併せて課名を情報政策課に変更
します。
図7
情報政策課
情報管理係
情報政策担当
ＩＣＴ推進担当
個人情報保護・情報公開担当

人事課（人材育成推進担当課長）
　「港区人材育成方針」の策定を
契機に、職員の能力向上、福利
厚生および健康管理について総
合的な支援を行うとともに、事
務の一層の効率化を図るため、
給与・福利係および健康管理係
の再編により、職員支援係およ
び健康管理担当を設置し、人材
育成推進担当との連携を強化し
ます。
図8
人事課
人事係
人事計画担当
服務調査担当
労務担当
職員支援係
人材育成推進担当
健康管理担当

人材育成推進担当課長

教育委員会事務局
学校整備担当課長
　幼児・児童・生徒数の急激な
増加へ迅速に対応し、緊急度の
高い学校施設の整備等より良い
教育環境を確保するため、学校
整備担当課長を設置します。
図9
学務課
学校運営支援係
保健給食係
学事担当
特別支援相談担当
施設保全担当
施設計画担当

学校施設担当課長
学校整備担当課長

企画課企画担当 ☎3578－2092
問い合わせ
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　区内在住のひとり親（母子・父子）家庭等を対象
に、手当や医療費助成制度（表参照）があります。
表に該当する場合は、お近くの各総合支所にて相
談の上、申請の可否について確認してください。
　なお、申請には必要書類があります。詳しく
は、お問い合わせください。

　みなと保健所では、妊産婦とお
子さんを対象に助産師による育児
支援を行っています。平成28年度
から新たなサービスも始まりま
す。ぜひご利用ください。
新規「のんびりサロン」
4月の参加者を募集します
　生後1～3カ月のお子さんと保護
者を対象に開催します。決まった
プログラムはなく、自由な交流・
相談の場としてご利用ください。
対象　区民で、平成28年1～3月生
まれのお子さんとその保護者で、
開催日までに1カ月児健診を終え
ている人
内容　保護者同士での交流のため
のフリースペースです。助産師に

よる個別相談、体重測定、リラッ
クス体操（午前10時30分頃から）も
実施します。
とき　4月11・25日（月）午前9時30
分～11時30分
※ 助産師による個別相談の受け付
けは午前10時30分まで。時間内
に自由にお越しください。
ところ　みなと保健所3階
申し込み　当日直接会場へ。
拡充「Helloママサロン」
　開催回数が増え、参加する日を
選びやすくなります。
対象　区民で、1～2カ月のお子さ
んとその保護者
内容　助産師による個別相談や小
講話、同じ地区の保護者同士での

交流、体重測定
拡充「新米ママ健康相談（助産師に
よる訪問相談）」
　産後1年未満の間に1回のみだっ
た利用回数が、2回に増えます。
対象　区民で、出産後1年未満の
人
内容　産後の体調、母乳、卒乳に
ついて、助産師（助産師会委託）に
よる家庭訪問
その他の産後母子ケア事業
（1）助産師による相談窓口専用電
話 ☎3455－4431
　助産師が妊産婦の妊娠・出産・
育児の悩み・心配事について電話
や面接で相談をお受けします。
相談日　月・水・金曜（祝日の場
合は翌日。年末年始は除く）午前9
時～午後5時
ところ　みなと保健所
（2）こんにちは赤ちゃん訪問

　お子さんが生まれた家庭に助産
師（助産師会委託）または保健師
（各総合支所）が訪問します。
　里帰り中、里帰り後も訪問でき
ます。お問い合わせください。
申し込み　母子健康手帳にとじこ
んでいる｢出生通知書｣を郵送して
ください。
（3）妊婦訪問
　妊娠中の体調、乳房の手入れ、
産後の生活について、助産師がご
相談をお受けします。
対象　区民で、母子健康手帳をお
持ちの人
内容　助産師（助産師会委託）によ
る家庭訪問
相談回数　妊娠中1回

健康推進課地域保健係
 ☎6400－0084

問い合わせ

　2月2日開催の港区青少年問題協
議会で、平成28年度の活動方針を
策定しました。家庭･学校･地域等
が連携し、積極的に青少年健全育
成に取り組みましょう。
基本目標
（1）青少年が犯罪に巻き込まれな
い安全・安心な環境の確保
（2）青少年どうし、親子間、青少
年と地域の人々がふれあう機会の
充実
（3）青少年が生命の大切さを感じ
ることができる体験や機会の充実
（4）青少年が地域の一員として自
ら防災に取り組む意識や知識の向
上
活動方針
（1）青少年を犯罪行為や暴力団等
から守り、また青少年犯罪を防止
するために地域の安全を点検し改

善するとともに関係機関相互の連
携を深めましょう。
（2）地域の行事等に積極的に参加
し、青少年どうし、親子間、地域
の人々が互いに知り合い、ふれあ
う機会を日頃からつくりましょう。
（3）自然体験や社会貢献、異年齢
活動等、青少年が生命の大切さを
体感し、他人を思いやる気持ちを
育む機会を積極的につくりましょ
う。
（4）突然の災害に対応するために、
日頃から青少年自身が地域の一員
としての自覚を持ち、防災意識や
知識を身につける取り組みをしま
しょう。
　基本目標を達成するためには、
まず第一に家庭が子育ての基礎で
あり、我が子が社会の一員となれ
るように家庭が責任を持って育て

ることが大切です。
　そして、その家庭を支えるため
に｢地域の子どもは地域ぐるみで
育てる｣という視点から、学校、地
域、その他の関係機関が互いに協
力して、区全体で日常的に青少年
の健全育成活動に取り組みます。
重点的な取り組み
　まず相手と向き合い、目を合わ
せながら日常の挨拶をすることか
ら始め、いざという時に助け合え
る絆を深めましょう。
○｢おはようございます｣｢こんに
ちは｣｢こんばんは｣
　知り合うことが、地域づくりの
第一歩です。
○｢ありがとう｣｢ごめんなさい｣
　お互いに感謝や譲り合う気持ち
を持って人と接しましょう。
　青少年の健全育成は、青少年と
大人の間に信頼関係があって初め
てできることです。その基礎は地
域の青少年と大人が互いに知り合
うことです。
○2020年東京オリンピック、パ
ラリンピック競技大会開催に向
け、障害者や外国人など、誰に対

しても思いやりを持ってふれあう
心を育みましょう。
港区青少年問題協議会
　区長の付属機関として設置し、
毎年｢港区青少年健全育成活動方
針｣を策定するとともに、青少年
の健全育成に必要な施策を推進す
るため、関係行政機関と地域活動
団体等の連絡調整を行っていま
す。
※ 詳しくは、リーフレットをご覧
ください。区の青少年をとりま
く課題や必要とされる取り組
み、学校、地域、区・関係行政
機関等が実施している活動方針
に関する具体的な取り組み例も
紹介しています。

※ リーフレットは、区立保育園・
幼稚園・小学校および中学校を
通して保護者に配布します。ま
た、区の施設の窓口や港区ホー
ムページでもご覧いただけま
す。

子ども家庭課青少年育成担当
 ☎3578－2435

問い合わせ

◆各総合支所区民課保健福祉係◆　芝地区☎3578－3161　麻布地区☎5114－8822　赤坂地区☎5413－7276　高輪地区☎5421－7085　芝浦港南地区☎6400－0022

表 ひとり親家庭等の手当・医療費助成制度
制度 ①児童扶養手当 ②児童育成手当 ③ひとり親家庭等医療費助成

内容

手当月額 健康保険対象の医療費の一部
を助成します。
◦非課税世帯
　自己負担なし
◦課税世帯
　1割を自己負担

児童1人の場合　4万2330円～ 9990円
児童2人の場合　4万7330円～1万4990円
以下対象児童1人増加につき3000円加算
※ 平成28年4月現在
※所得金額により手当額が異なります。

児童1人につき月額
　1万3500円

対象
下記の事由に該当するひとり親家庭、またはこれに準ずる家庭
◦児童が施設（保育園等通所施設を除く）に入所している場合を除く。
◦ 所得制限があります（詳しくは、お問い合わせください）。

ひとり親
家庭等に

なった事由

◦父母が離婚している。
◦父または母が死亡している。
◦父または母に重度の障害がある。
◦父または母が生死不明である。
◦父または母が児童を1年以上遺棄している。
◦父または母が保護命令を受けている。
◦父または母が1年以上拘禁されている。
◦婚姻によらないで出生した児童を扶養している（事実上婚姻と同様の関係にある場合を除く）。

対象児童
の年齢

18歳に達した後の3月31日（児童が中度以
上の障害を有する場合は20歳未満）まで 18歳に達した後の3月31日まで

18歳に達した後の3月31日（児
童が中度以上の障害を有する
場合は20歳未満）まで

その他
◦平成15年4月1日現在で事由の発生から
5年を経過している場合は、正当な理由が
ある場合を除き申請できません。

◦手当受給中の方が所得制限
を超えた場合は資格が消滅しま
す。所得要件に該当した場合は
改めて申請が必要となります。

◦健康保険に加入しているこ
とが必要です。
◦生活保護受給者は対象にな
りません。

ひとり親（母子・父子）
家庭等を支援しています

平成28年度

｢港区青少年健全育成活動方針｣
地域の子どもは地域ぐるみで育てましょう

子ども家庭課子ども給付係 ☎3578－2430～3
各総合支所区民課保健福祉係 ☎欄外参照

問い合わせ

平成28年度から
産後母子ケア事業が更に充実します



☎3578–2111（区役所代表） 5

区
役
所
・
総
合
支
所
へ
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
特
記
が
な
い
場
合
は
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

　区では、出産費用の一部を助成
しています。
支給対象
　次の全てに該当する人が対象と
なります。
（1）父または母が、出産日の前か
ら出産後も港区に住所があり、か
つ申請日時点で引き続き1年以上
港区に居住していること

（2）産まれた子どもも出生日から
港区に住所があり、父または母と
同居していること
（3）母が日本の公的な健康保険に
加入していること
助成内容
　分娩費や出産にかかった入院費
用（上限額60万円）から、健康保険
で支給される出産育児一時金（付

加金含む）を差し引いた額を助成
します。なお、高額療養費（付加
金含む）は、出産費用から差し引
きます。
必要書類
　病院から発行される出産費用の
領収書（写）等が必要となります。
詳しくは、お問い合わせいただく
か、港区ホームページをご覧くだ
さい。
申し込み
　出生日から1年以内に、出産費

用助成費支給申請書に明記の上、
必要書類を添付して、直接、各総
合支所区民課保健福祉係へ提出し
ていただくか、郵送で、〒105－
8511　港区役所子ども家庭課子ど
も給付係へ。

子ども家庭課子ども給付係
 ☎3578－2430～3
各総合支所区民課保健福祉係
 ☎欄外参照

問い合わせ

両親学級
　主に父親になる人が体験する実
習（お子さんのお風呂、衣類の着
脱、妊婦体験ジャケット）とグル
ープワーク、講義（お産について）
を実施します（1日制）。
対区民で、出産予定日が平成28
年5～8月の妊婦とそのパートナー
（1人での参加可）
時 5月7・21日（土）午後1時～3時
45分（いずれかにお申し込みくだ
さい）
所恩賜財団母子愛育会研究所棟4
階（南麻布5－6－8）
人 45組（申込順）
持ち物　母子健康手帳、筆記用
具、冊子「あたらしい生命のため
に」（お持ちの人のみ） 
申電話で、4月1日（金）～10日
（日）に、みなとコール（午前9時
（初日は午前11時）～午後5時受け
付け）へ。 ☎5472－3710
担健康推進課地域保健係

Helloママサロン
　助産師による相談・交流会を行
います。
対区民で、平成28年2・3月生ま
れのお子さんと保護者※1カ月児
健診後にご参加ください。
時 4月4・18日（月）午前9時30分～
11時30分（受け付けは午前10時15
分まで）※どちらかにご参加くだ
さい。
所みなと保健所

人 50組（会場先着順）
持ち物　母子健康手帳・バスタオ
ル
申当日直接会場へ。
問健康推進課地域保健係
　 ☎6400－0084

うさちゃんくらぶ
　初めてのお子さんと保護者の交
流会です。地区別での自己紹介や
情報交換、子育てサービスの情報
提供等を行います。
対区民で、平成28年2月生まれの
第1子と保護者
時 5月11・25日（水・全2回）午前
10時～11時30分
所みなと保健所
人 50組（抽選）※抽選結果は4月中
旬発送予定
持ち物　バスタオル
申電話で、4月1日（金）～10日（日）
に、みなとコール（午前9時（初日
は正午）～午後5時受け付け）へ。
 ☎5472－3710
担健康推進課地域保健係

高輪地区うさちゃんくらぶ
対高輪地区総合支所管内にお住
まいの区民で、平成28年2月生ま
れの第1子と保護者
時 5月6・20日（金・全2回）午前10
時～11時30分
所高輪子ども中高生プラザ
人 15組（申込順）
持ち物　バスタオル
申電話で、4月8日（金）までに、

健康推進課地域保健係へ。
 ☎6400－0084

はじめての離乳食教室
　離乳食の始め方について、調理
実演を交えて話をします。
対区民で平成27年11月生まれの
お子さんのいる保護者
時 4月27日（水）午前11時～正午、
午後1時30分～2時30分
所みなと保健所
人各回30組（申込順）
持ち物　離乳食づくり方テキスト
（3～4カ月健康診査案内と一緒に
郵送しています）、筆記用具
申電話で、4月5日（火）～15日（金）
に、みなとコール（午前9時（初日
は午前11時）～午後5時受け付け）
へ。　 ☎5472－3710
担健康推進課健康づくり係

4月の乳幼児健診・育児相談
　4カ月児育児相談、1歳6カ月児
健康診査、3歳児健康診査を実施
します。
対 4カ月児育児相談（平成27年12
月生まれの人）、1歳6カ月児健康
診査（平成26年9月生まれの人）、3
歳児健康診査（平成25年3月生まれ
の人）
申該当者には通知しています。
届かない人は、お問い合わせくだ
さい。※転入した人、健診がお済
みでない人は、ご相談ください。
問健康推進課地域保健係
　 ☎6400－0084

なかよし会
　ダウン症児とその保護者の会で
す。交流や情報交換を行います。
対区内在住で、ダウン症児とそ
の保護者
時 4月13日（水）午前10時～11時30
分
所みなと保健所3階
申電話で、健康推進課地域保健
係へ。 ☎6400－0084

平成28年度就学援助のお知らせ
　経済的な理由で就学が困難な、
国公立小・中学校に在学する児
童・生徒の保護者に、学用品費や
給食費等の援助をします。
対区民で、生活保護、児童扶養
手当を受給している世帯または生
活保護の基準に準じた就学援助基
準所得額（平成25年4月1日の生活
保護基準をもとに算出）に該当す
る世帯
申郵送または直接、4月1 9日
（火・必着）までに、申請書を、〒
105－8511　教育委員会事務局学
務課学校運営支援係（区役所7階）
へ。※「就学援助のお知らせ」「申
請書」「提出用封筒」は、港区立
小・中学校に通学している人に
は、通学先の学校で配布します。
港区外の国公立学校に通学してい
る人については、お問い合わせく
ださい。
問学務課学校運営支援係
 ☎3578－2731

　平成27年の区内交通事故件数は
1315件で平成26年より106件減少しま
したが、5人の尊い命が失われまし
た。交通ルール・マナーをしっかり
守って、交通事故をなくしましょう。
運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止
　春は子どもたちが新たに通園・通
学を始める季節です。子どもには
「なぜ危ないか」を具体的に教え、交
通安全意識を高めましょう。
　交通事故死者数の約4割を高齢者
が占めています。普段通いなれた道
でもしっかり安全確認をして通行し
ましょう。
運動の重点項目
（1）自転車の安全利用の推進（特に、
自転車安全利用五則の周知徹底）
自転車安全利用五則
①自転車は、車道が原則、歩道は例外

　自転車が歩道を通行できるのは、
◦歩道に｢自転車及び歩行者専用｣の
標識等があるとき
●運転者が13歳未満の子ども、70歳
以上の高齢者または体の不自由な人
が運転する場合
●交通の状況（道路工事や連続した
駐車車両等）からみてやむを得ない
場合
②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを
徐行
④安全ルールを守る
　飲酒運転、二人乗りや並進の禁
止。夜間はライトを点灯、交差点で
の信号遵守と一時停止・安全確認を
しましょう。
⑤子どもはヘルメットを着用
（2）後部座席を含めた全ての座席の
シートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底
（3）飲酒運転の根絶
（4）二輪車の交通事故防止
坂道での自転車の運転に気を付けま
しょう
　港区は土地の高低差が大きく、名
前が付いているものだけでも80余り
の坂があります。自転車で坂道を下
るときは、自分が思っている以上に
スピードが出ています。ブレーキを
かけてから自転車が止まるまでの距
離も、平坦な道の時よりも余計にか
かってしまうので注意が必要です。
　身近で便利な自転車ですが、道路
交通法上では｢車両｣です。乗り方を
誤って事故を起こすと車やバイクの
運転者と同様に責任を負うことにな
ります。小学生が自転車で坂を下っ
ている時に前方不注意で女性に衝突
してしまい、障害が残ってしまった
として、運転していた小学生の保護
者に対して多額の賠償が命じられた
事例も発生しています。
　十分に注意して運転しましょう。
区内事業者の皆さんへ
　自転車や自動車等を業務で使用す

るのであれば、交通事故は決して無
縁なものではありません。区内警察
署では学校や保育園以外にも、事業
者に対しても交通安全教室を実施し
ています。
　交通安全運動をきっかけとして、
会社の安全意識を高めてみません
か。
交通安全DVDの貸し出し
　区では、区民や事業者の皆様に正
しい交通ルールやマナーを身に着け
ていただくために交通安全に関する
DVDの貸し出しを行っています。
学校、職場、自主グループ等で行う
交通安全教室等でご活用ください。
貸し出しを希望する人は、お問い合
わせください。
広報番組で特集します
　4月1日（金）から放送の港区広報ト
ピックスでも、関連情報を特集しま
す。詳しくは、7面番組ガイドをご
覧ください。

区内警察署 ☎欄外参照
土木課交通対策係 ☎3578－2264

問い合わせ

◆各総合支所区民課保健福祉係◆　芝地区☎3578－3161　麻布地区☎5114－8822　赤坂地区☎5413－7276　高輪地区☎5421－7085　芝浦港南地区☎6400－0022
◆区内各警察署◆　愛宕☎3437－0110　三田☎3454－0110　高輪☎3440－0110　麻布☎3479－0110　赤坂☎3475－0110　東京湾岸☎3570－0110

出産費用を助成します

春の全国交通安全運動
4月6日（水）～15日（金）

やさしさが　走るこの街　この道路

https://minato.kodomosoudan.net/

子どもだけの
相談ネット
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障害者差別解消法がスタートします
障害のある人もない人も、ともに生きる地域社会をめざして

　障害のある人への差別をなくす
ために、基本的な事項や対応方法
等について規定した「障害を理由
とする差別の解消の推進に関する
法律（障害者差別解消法）」が、4月
1日から施行されます。この法律
は、全ての人が障害の有無によっ
て分け隔てられることなく、相互
に人格と個性を尊重し合いながら
共生する社会の実現をめざしてい
ます。
　この法律は、行政機関等や民間
事業者に対し、障害を理由とする
「不当な差別的取扱いを禁止」する
とともに、「合理的配慮の提供」を
求めています。
　地域全体で障害を理由とする差
別をなくし、障害のある人もない
人も、ともに生きる地域社会の実

現をめざしましょう。
不当な差別的取扱い
　正当な理由なく、障害があるこ
とを理由として、サービスの提供
を拒否したり、制限したり、ま
た、障害のない人には付さない条
件を付けたりすることは、不当な
差別的取扱いとなります。
不当な差別的取扱いの例
●障害があるという理由だけで、
店への入店を断る。
◦障害があるという理由だけで、
アパートへの入居を断る。
合理的な配慮の提供
　障害のある人から、困っている
ことを取り除いてほしいと求めら
れたとき、負担になり過ぎない範
囲で、その解決に向けて、その人
の障害にあったやり方や必要な工

夫をすることを合理的配慮の提供
といいます。
合理的配慮の提供の例
●段差がある場合に車椅子利用者
にキャスター上げ等の補助をす
る。
●筆談、読み上げ、手話等の手段
を用いて説明等を行う。
法の規定

不当な差別
的取扱い

合理的配慮
の提供

行政機関等 禁止 法的義務

民間事業者 禁止 努力義務

視覚障害者のパソコン教室
「音声ソフトを使用したパソ
コン技能を身につけよう」
対身体障害者手帳（視覚障害）1～
6級を持っており、音声ソフトで
パソコン操作を学びたい人
時 5・7・9・11・1・3月（月3回程
度）午後1時30分～3時※詳しくは、
お問い合わせください。
所障害保健福祉センター
人 3人（抽選）
申電話またはファックスで、障
害保健福祉センターへ。申し込み
の際、身体状況の確認をすること
があります。介護者が必要な人
は、ご相談ください。一般の交通
機関の利用が困難な人は、巡回バ
スを利用できます。
 ☎5439－2511　FAX5439－2514

　6月12日（日）執行の港区長選挙に
立候補を予定している人を対象に、
届出手続き等についての説明会を開
きます。
対象
　港区長選挙に立候補を予定してい
る人
とき
　4月28日（木）午後2時～4時
ところ
　区役所9階会議室
ひと
　立候補予定者1人につき4人以内
申込方法
　当日直接会場へ。

選挙管理委員会事務局
 ☎3578－2766

問い合わせ

　都と特別区および26市2町は、都
市計画道路を計画的、効率的に整備
するため、共に連携しながらおおむ
ね10年間で優先的に整備すべき路線
を定めた「事業化計画」を過去3回に
わたり策定し、事業の推進に努めて
きました。
　「区部における都市計画道路の整
備方針（第三次事業化計画）」および
「多摩地域における都市計画道路の
整備方針（第三次事業化計画）」は平
成27年度までの計画であり、より効
率的な道路整備を推進していくた
め、都区市町が連携・協働のもと、
区部と多摩地域を統合した「東京に
おける都市計画道路の整備方針（第
四次事業化計画）」を策定いたしまし
た。
　今回の整備方針では、今後10年間
（平成28年度～37年度）で優先的に整

備すべき路線として320カ所約226キ
ロメートルを選定いたしました。ま
た、これまで優先整備路線以外を対
象としていた建築制限緩和の範囲を
全ての路線に拡大することといたし
ます。今後、この整備方針に基づ
き、都市計画道路の整備を着実に進
めてまいります。
新たな建築制限の基準（概要）
　当該建築物が、未着手の都市計画
道路（優先整備路線を含む）の区域に
含まれ、かつ、容易に移転し、また
は除却することができるものであ
り、次に掲げる要件に該当するこ
と。
（1）市街地開発事業（区画整理・再開
発等）等の支障にならないこと。
（2）階数が3、高さが10メートル以下
であり、かつ、地階を有しないこと。
（3）主要構造部が、木造、鉄骨造、

　このたび「港区人口ビジョン」と
「港区総合戦略」を合わせた「港区ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」を
策定しました。
概要
港区人口ビジョン
　人口の現状分析と、平成72年
（2060年）までの人口の将来展望を示
しています。
港区総合戦略
　港区人口ビジョンを踏まえ、6カ
年（平成27～32年度）の目標と基本的
な方向や具体的な取組をまとめてい
ます（表のとおり）。
　「港区まち・ひと・しごと創生総
合戦略」は、港区ホームページの他、
企画課（区役所4階）、区政資料室（区

コンクリートブロック造、その他こ
れらに類する構造であること。
（4）建築物が都市計画道路区域の内
外にわたり存することになる場合
は、将来において、都市計画道路区
域内に存する部分を分離することが
できるよう、設計上の配慮をするこ
と。
　本整備方針は、都ホームページ
http://www.metro.tokyo.jp/
都民情報ルーム（都庁第一庁舎3階）、
各都区市町の窓口でご覧いただける
他、都民情報ルームにおける販売を
予定しております。整備方針の販売
等詳しくは、都にお問い合わせくだ
さい。

〇整備方針について
東京都都市整備局都市基盤部街路
計画課 ☎5388－3379
土木課土木計画係 ☎3578－2217
〇建築制限の緩和について
都市計画課都市計画係
 ☎3578－2215

問い合わせ

港区長選挙
立候補予定者
説明会

東京における都市計画道路の整備方針
（第四次事業化計画）の策定について

役所3階）、各総合支所、各港区立図
書館（高輪図書館分室を除く）、各区
民センター等でご覧になれます。
　また、素案への区民意見募集（平

障害者福祉課障害者福祉係
 ☎3578－2670　FAX3578－2678

問い合わせ

◆港区スポーツセンター・区民センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月5日（土・日曜の場合は翌月曜）発行の港区スポーツふれ
　あい文化健康財団ニュース｢　　　　　｣に掲載されています。☎5770－6837 FAX5770－6884 http : //www.kissport.or.jp

港区まち・ひと・しごと
� 創生総合戦略を策定しました

表 基本目標と具体的な取組
基本目標 具体的な取組（主なもの）

1
港区と全国各地の自治体
がともに成長・発展し、共
存・共栄を図る

◦�区と全国各地の自治体との交流や連携を生み出す拠点の
整備
◦自治体間連携を推進する体制の構築
◦「特別区全国連携プロジェクト」との相乗効果による取組

2 産業・文化を活性化し、魅力あるまちをつくる
◦多様な主体と連携した「文化プログラム」への取組
◦世界に向けた港区のプロモーションの推進
◦地元信用金庫等との連携強化

3 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
◦若い世代のめぐり合いの機会創出の支援
◦男女ともに職業生活と家庭生活との両立を進める取組
◦多世代で子ども・子育てを支える取組の支援

4 安全・安心な暮らしを守り、支え合う地域をつくる
◦高齢者の地域コミュニティの形成支援
◦障害者差別解消の推進
◦繁華街の安全強化

港区の人口 
平成28年3月1日現在

総人口

男 10万5,739人
22万6,688人

女 12万949人

男 1万47人 女 8,844人

日本人

出生等 318人 死亡等 295人
転入 2,692人 転出 1,814人

24万5,579人
(前月比901人増)

(前月比838人増)

1万8,891人 (前月比63人増)

世帯数 13万9,753世帯（前月比436世帯増）

外国人

成27年11月21日～12月21日に実施）
に寄せられたご意見と区の考え方に
ついても、港区ホームページでご覧
いただけます。

企画課企画担当 ☎3578－2087
問い合わせ
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4
ケーブルテレビ

J:COMチャンネル港・新宿J:COMチャンネル港・新宿

（11ＣＨ）
番組ガイド番組ガイド

（11ＣＨ）

港区
広報

番組名 放送時間 内容

港区広報トピックス
（30分番組）
※毎月1・11・21日更新

午前 10時
区内のできごとや港区からのお知らせを紹介し
ます
1日更新：スポーツ体験教室、港区ワールドカーニ
バル、春の全国交通安全運動
11日更新：ミナヨク、区政功労者表彰、港区タグラ
グビーフェスティバル
21日更新：議場コンサート、障害者差別解消法

午後 1時・3時・
5時・9時

港区地域情報番組み
なとクイックジャー
ナル（20分番組）
バイリンガル（英語）放送

※毎月1日更新

午前 10時30分
もっと学ぼう　まなび屋（生涯学習推進課）
みなとインフォメーション（手話放送）
「みなとコール」について紹介します。

午後 1時30分・
3時30分・
5時30分・
9時30分

※広報番組は、港区のホームページ、You Tubeでもご覧になれます。
※港区広報トピックスは、ちぃばす・お台場レインボーバス車内でもご覧いただけます。
※番組の内容が変更になることがあります。
※ 港区広報番組は放送月の翌月からDVDで貸し出します（平成27年3月放送以降の番組）。
　貸出場所：区長室、各総合支所・台場分室、各港区立図書館
問い合わせ
　ケーブルテレビ視聴について／J:COM　☎0120－914－000（午前9時～午後6時）
番組内容について／区長室広報係　☎3578－2038

募集住宅
家族向け
特定公共賃貸住宅
（1）シティハイツ港南：2戸
（2）シティハイツ神明：1戸
※今回は、区立住宅の募集はありま
せん。
主な申込資格
　区内在住であること、同居親族が
いること、世帯の所得が基準内であ
ること、現に住宅を必要としている
こと、住民税の滞納がないこと等
　詳しくは、「申込のしおり」をご覧
ください。
「申込のしおり」配布期間
　4月6日（水）～15日（金）
※土・日曜を除く。
「申込のしおり」の配布場所
　各総合支所協働推進課・台場分
室、いきいきプラザ、港区指定管理

者㈱東急コミュニティー虎ノ門支店
※区民向け住宅ホームページ
　http://www.minato-sumai.jp/
　からもダウンロードできます。
※郵送も可能ですので、お問い合わ
せください。

申込受付期間
　郵送で、4月19日（火・必着）まで
に、募集案内添付の封筒で指定の宛
先へ。

※港区借上住宅は申込順入居者募
集を行っています。詳しくは、
区民向け住宅ホームページをご
覧ください。

港区指定管理者㈱東急コミュニテ
ィー虎ノ門支店 ☎5733－0129

問い合わせ

担当課　都市計画課住宅管理係

6月利用分抽選申し込み
対象　区民
申し込み　専用はがきを郵送で、4
月12日（火・必着）までに、JTBみな
と予約センターへ。専用はがきは、
各総合支所、各区民センター、JTB
新橋・赤坂見附店にあります。また
は、保養施設テレホンサービス・保
養施設予約システムで、4月18日
（月）までにお申し込みください。抽
選結果は月末にご自宅に送ります。
空き室申し込み
対象　区民・在勤者
申し込み　利用希望日の1カ月前の
同日からテレホンサービス、予約シ
ステム、またはJTBみなと予約セン
ターで申込順に受け付けます。
利用者登録

　利用申し込みには利用者登録が必
要です。抽選申し込みの専用はがき
で登録できます。
大平台みなと荘の優先抽選
優先抽選日　6月4日（土）利用分
対象　（1）区内在住者で、次の手帳
等の交付を受けた人
　身体障害者手帳、愛の手帳、戦傷
病者手帳、被爆者健康手帳、精神障
害者保健福祉手帳、特定医療費（指
定難病）受給者証、都医療券（ただし
人工透析を必要とする腎不全、先天
性血液凝固因子欠乏症等およびB
型・C型肝炎治療医療費助成受給者
証は除く）
（2）障害者総合支援法の対象となる
難病により発行を受けた障害支援区
分（障害程度区分）認定通知書の交付

区民保養施設利用案内
（大平台みなと荘・ホテル暖香園）

区民向け住宅（特定公共賃貸）入居者募集

　区では、高額の医療費がかかる特定不妊治療(体外受精・顕
微授精)の医療保険が適用されない費用の一部を、年度内30万
円を限度に助成しています。
平成28年度からの変更点
◦平成28年度から男性不妊治療を助成対象に追加しました。
●妻の年齢が43歳以上で開始した治療分は、平成33年4月1日以
降は助成対象外となります（表2参照）。
対象者
　区に治療の開始日・終了日・申請日まで継続して住民登録が
あり、法律上の婚姻をしている夫婦
申請期限
　表1のとおり
申請方法
　郵送または直接、〒108－8315　健康推進課地域保健係(みな
と保健所4階)へ。
※総合支所では受け付けできません。
　詳しくは、港区ホームページをご覧ください。申請書等必要
書類一式もダウンロードできます。

表1 治療終了と申請期限について
治療終了日※1 平成28年1月1日～平成28年3月31日 平成28年4月1日～平成29年3月31日
申請期間 平成28年4月1日～平成28年6月30日 平成28年4月1日～平成29年3月31日
申請締切日 （郵送）（窓口）※3　平成28年6月30日 （郵送）（窓口）※3　平成29年3月31日
助成年度 平成28年度

必要書類※2

（1）特定不妊治療費助成申請書　（2）特定不妊治療費受診等証明書
（3）精巣内精子生検採取法等受診等証明書※4　（4）領収書（コピー）
（5）住民票（夫婦ともに港区に住民登録がある場合は不要）
（6）戸籍謄本（港区に住民登録があり、同一世帯の場合は不要）
（7）東京都（等）特定不妊治療費助成承認通知書（該当者のみ）
（8）住民税課税証明書または住民税額決定通知書（該当者のみ）
※状況により、その他の書類が必要となる場合があります。

必要書類（2）・（7）を
申請期限に提出で
きない場合の対応

「医療機関の証明発行が遅れているまた
は東京都に申請中のため9月30日までに
提出する」等申請書に添付できない理由
書を提出してください。

※1　平成27年12月31日までに終了した治療の申請受け付けは終了しました。
※2　必要書類は申請者ごとに異なります。詳しくは、港区ホームページをご確認ください。
※3　郵送は消印有効です。　　※4　平成28年度より該当者のみ

健康推進課地域保健係 ☎6400－0084
問い合わせ

表2平成28年4月1日以降の変更点
○男性不妊治療費の助成対象追加について

助成対象

平成28年4月1日以降に治療が終了したもので、次のいずれかに相当するものです。
◦精巣内精子生検採取法（TESE）　◦精巣上体内精子吸引採取法（MESA）
◦精巣内精子吸引採取法（TESA）　◦経皮的精巣上体内精子吸引採取法（PESA）
※ 採卵準備前に男性不妊治療を行ったが、精子が得られない等のため治療を中止
した場合も助成の対象となります。

上限額 15万円（年度内）
注意点 男性不妊治療単独での申請も可能です。

○妻の年齢制限について
　妻の年齢が43歳以上で開始した治療は平成33年4月1日以降助成制度の対象外となります。
※ 平成33年4月1日以降、助成を受けた年度数が上限5年間に満たない場合でも、妻の年齢が43歳以上で開
始した治療は全て助成の対象外となります。

港区特定不妊治療費助成制度

を受けた人
※優先抽選は大平台みなと荘のみで
す。優先抽選の申し込みをした人
は一般抽選の申し込みはできませ
ん。
※優先枠を設けての抽選になります
ので、全ての人が当選するもので
はありません。部屋タイプの指定
はできません。
申し込み　はがきに「港区保養施設
優先抽選申し込み」・代表者氏名・
住所・電話番号・生年月日・利用者
番号・利用希望人数（2人以上5人ま
で）を明記の上、郵送で、4月12日
（火・必着）までに、〒105－0004新
橋1－18－16　日生新橋ビル1階「JTB
みなと予約センター」へ。
大平台みなと荘臨時休館のお知らせ
　5月9日（月）～11日（水）
専用直行バスを運行しています
　大平台みなと荘への専用直行バス
を運行しています。詳しくは、お問
い合わせください。
申し込み・問い合わせ
　大平台みなと荘 ☎0460－86－1122

　区民保養所利用手帳を利用する
時は、本人確認の書類が必要で
す。確認できない場合は減額でき
ません。詳しくは、お問い合わせ
ください。

○登録・利用・申し込み
JTBみなと予約センター
平日午前10時30分～午後６時30分
（土・日曜、祝日を除く）
 ☎3504－3590
区民保養施設テレホンサービス
午前8時～午後10時 ☎6268－8250
区民保養施設予約システム
空き室照会等　午前5時～午前0時
抽選空き室申し込み等
　　　　　　　午前8時～午前0時
https://hoyo.city.minato.tokyo.
jp
○区民保養施設事業について
みなとコール ☎5472－3710

問い合わせ

担当課　地域振興課地域振興係

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休　午前7時～午後11時
☎5472-3710
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※区役所・総合支所への郵便は、郵便番号とあて先（例：105-8511 港区役所○○課）で届きます。  ※ファックスでの問い合わせはFAX3578-2034へ。  ※費用の表記がないものは、すべて無料です。

みなと

休日診療  
※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間等をお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます

4
月
3
日（
日
）

アイビークリニック虎ノ門（内） 虎ノ門1－8－8 5501－1511
赤坂見附前田病院（内・外） 元赤坂1－1－5 3408－1136

青山歯科医院（歯） 南青山5－1－22
青山ライズスクエア3階 3400－5200

★岸本クリニック（内） 六本木5－16－4
六本木エーワンビル4階 3589－2112

4
月
10
日（
日
）

高沢内科クリニック（内・小） 赤坂8－13－12 3401－9630
西原病院（内・外） 白金1－3－2 3440－2531
宮川歯科医院（歯） 愛宕1－1－1　三興第2ビル2階 3431－3858
市川デンタル赤坂オフィス（歯） 赤坂2－15－12　パール赤坂ビル2階 3505－5733
★川島医院（内） 虎ノ門1－8－14　三昭ビル3階 3519－6651

港区休日歯科応急診療所
（港区口腔保健センター） 三田1－4－10　みなと保健所2階 3455－4927

（休日のみ）

電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

診療
案内

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

「＃7119」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎3212－2323（ダイヤル回線の固定電話等）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」（毎日24時間）

☎5272－0303
ホームページ  http://www.himawari.metro.tokyo.jp/

電話
相談

小児救急
電話相談

月～金曜（祝日を除く）
午後6時～11時

土・日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後11時

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
☎5285－8898（ダイヤル回線の固定電話等）

薬の相談　※日中、夜間とも区内在住者に限ります。
港区休日くすり何でもテレホン　対応時間：午前9時～午後2時　※薬局の電話がかかりにくい場合は、☎090－9378－7915

4月3日（日） さくら薬局西新橋2号店 西新橋3－19－11 5402－6611
4月10日（日） 芝口薬局 新橋1－4－3 3571－6809

夜間対応当番薬局（毎日）　対応時間：午後8時～午前0時� ☎090－3690－3102

◆各高齢者相談センター◆　芝地区（芝）☎5232－0840　麻布地区（南麻布）☎3453－8032　赤坂地区（北青山）☎5410－3415　高輪地区（白金の森）☎3449－9669
芝浦港南地区（港南の郷）☎3450－5905
◆各いきいきプラザ◆　ありすいきいきプラザ☎3444－3656   西麻布いきいきプラザ☎3486－9166
◆各総合支所区民課保健福祉係◆　芝地区☎3578－3161　麻布地区☎5114－8822　赤坂地区☎5413－7276　高輪地区☎5421－7085　芝浦港南地区☎6400－0022

障害者歯科診療所
（港区口腔保健センター）

三田1－4－10
みなと保健所2階

4月9日（土）
午前9時30分～午後0時30分

【完全予約制】平日午前
9時～午後5時受付
� ☎6400－0084
健康推進課地域保健係

4月23日（土）
午後1時30分～4時30分

高齢者関連情報
やわらかボールトレーニング
対 65歳以上の区民で、1人で通うこ
とができ、継続して参加できる人
時 5月11日～7月27日（水・全12回）
午前10時～11時30分
所三田いきいきプラザ
人 24人（抽選）
申本人が直接、4月15日（金）まで
に、三田いきいきプラザへ。
 ☎3452－9421

体力の自信があまり無い人向け
の入門編「5月開始はじめての
マシントレーニング講座」
対介護保険の要支援認定または高
齢者相談センターで参加対象と認定
された65歳以上の区民
時（1）（2）5月10日～7月29日（毎週
火・金曜、全24回）午前10時～正午
所（1）ありすいきいきプラザ（2）西
麻布いきいきプラザ
人（1）10人（2）8人（申込順）
申電話で、各高齢者相談センター
へ。 ☎欄外参照

介護予防教室「筋力アップマシ
ントレーニング教室」
対 65歳以上の区民で、1人で通うこ
とができ、期間中継続して参加が見
込める人
時 5月10日～7月29日（火・金曜、全
24回）いずれも午後1時30分～3時30
分
所（1）ありすいきいきプラザ（2）西
麻布いきいきプラザ
人（1）10人（2）8人（新規の人優先で
抽選）
申本人が直接、4月20日（水）までに、
各いきいきプラザへ。 ☎欄外参照

陶芸・そば打ち教室
対 60歳以上の区民
時 4月14日～5月26日（5月5日を除く
木曜・全6回）午前10時～正午
所西麻布いきいきプラザ
人 12人（抽選）
費用　2000円
申電話または直接、4月7日（木）ま
でに、西麻布いきいきプラザへ。
 ☎3486－9166

アロマヨガ
対 50歳以上の区民

時 4月18日～6月20日（毎週月曜・全
10回）午後6時～7時15分
所青南いきいきプラザ
人 12人（抽選）
申電話または直接、4月7日（木）ま
でに、青南いきいきプラザへ。
 ☎3423－4920

プリザーブドフラワーアレンジ
メント講座「春の花かご」
対 60歳以上の区民
時 4月27日（水）午後2時～4時
所豊岡いきいきプラザ
人 20人（抽選）
費用　1600円（材料費）
持ち物　はさみ、持ち帰り袋（20×
25センチ）
申電話または直接、4月20日（水）ま
でに、豊岡いきいきプラザへ。
 ☎3453－1591

運動の機会が無い人向けのスト
レッチや有酸素運動「5月開始
体力アップトレーニング講座」
対介護保険の要支援認定または高
齢者相談センターで参加対象と認定
された65歳以上の区民
時（1）5月6日～8月19日（毎週金曜・
全16回）午後1時30分～3時（2）5月18
日～8月31日（毎週水曜・全16回）午
前10時～11時30分（3）5月11日～8月
31日（毎週水曜・全16回）午前10時～
11時30分
所（1）三田いきいきプラザ（2）あり
すいきいきプラザ（3）青山いきいき
プラザ
人（1）（2）18人（3）17人（申込順）
申電話で、各高齢者相談センター
へ。 ☎欄外参照

医療・介護の専門職等を対象
とした「みんなとオレンジカフ
ェ」応援ボランティア養成講座
　「みんなとオレンジカフェ」を支え
るボランティアを養成します。
対医療・介護の専門職等の資格を
有し、認知症の人等を地域で見守る
ボランティアとして区内で1年以上
活動を続けられる人※医療・介護の
専門職等は、医師・薬剤師・看護
師・社会福祉士・臨床心理士・作業
療法士・理学療法士・介護福祉士等
時（1）5月7日（土）（2）5月8日（日）い
ずれも午前10時～午後4時
所介護予防総合センター
人 20人（申込順）

内（1）みんなとオレンジカフェの紹
介、認知症サポーター養成講座、認
知症の人等を見守るための知識他
（2）認知症の人やその家族への対応、
予防と治療、ボランティアの役割他
申電話で、4月1日（金）～26日（火）
までに、（特）エブリィ（土・日曜、
祝日を除く午前10時～午後5時）へ。
 ☎6435－2323
問高齢者支援課介護予防係
 ☎3578－2411

健　　康
精神保健福祉相談（予約制）
対区内在住・在勤者
時 4月8日（金）・11日（月）・20日
（水）・25日（月）※時間はお問い合わ
せください。4月11日（月）は、児童
精神科医が担当します。
所みなと保健所
申電話で、健康推進課地域保健係
 ☎6400－0084
または各総合支所区民課保健福祉係
へ。 ☎欄外参照

30（さんまる）健診
対 30～39歳の区民で5月に生まれた
人（昭和52年5月～昭和61年5月生ま
れの人）※勤務先等で受診できる人
は、ご遠慮ください。
時 5月11・25日（水）午前8時45分～
10時30分受け付け
結果説明日　6月8・22日（水）午後1
時～2時受け付け
所みなと保健所
人各日70人（申込順）※保育あり
（尿・血液・胸部X線検査時にお預
かりします）
申電話で、4月28日（木）午後5時ま
でに、健康推進課健康づくり係へ。
 ☎6400－0083
※1～4月誕生月で該当月に受診でき
なかった人は、4月11日（月）午前9時
以降に電話でお問い合わせくださ
い。空きがあればご案内します。

講座・催し物
春の歌声喫茶
対どなたでも
時 4月23日（土）午後2時～3時
所三田いきいきプラザ
申当日直接会場へ。
問三田いきいきプラザ ☎3452－9421

春のクラシック・コンサート
対どなたでも
時 4月16日（土）午後2時～2時45分
所神明いきいきプラザ
申当日直接会場へ。
問神明いきいきプラザ ☎3436－2500

全4回初心者でも作れる和菓子
教室（春）
対区民で、全て参加できる人
時 4月26日、5月24日、6月28日、7
月19日（火・全4回）午前10時～正午
所白金台いきいきプラザ
人 15人（抽選）
費用　800円（初回に徴収します）
持ち物　エプロン、三角巾、さらし
布巾、タオル、筆記用具
申本人が電話または直接、4月2日
（土）～14日（木）に、白金台いきいき
プラザへ。 ☎3440－4627

歴史セミナー「京都の町家―そ
の伝統美と住まい方」
対中学生以上どなたでも
時 4月16日（土）午後2時～4時
所高輪図書館
人 30人（申込順）
申電話または直接、高輪図書館へ。
 ☎5421－7617

観光ボランティアによるまち歩
きツアー
（1）六本木アートトライアングルを
巡るコース
時 4月16日（土）午前10時45分～午後
1時
コース　六本木駅集合、六本木ヒル
ズ（森美術館※）、国立新美術館、東
京ミッドタウン（サントリー美術館
※）
（2）南青山　芸術家たちの足跡を訪
ねるコース
時 4月23日（土）午前9時50分～正午
コース　乃木坂駅集合、青山霊園、
岡本太郎記念館（※）、中村草田男句
碑等
（3）緑豊かな白金遊歩コース
時 4月24日（日）午前9時50分～正午
コース　白金高輪駅集合、聖心女子
学院（※）、瑞聖寺、東京大学医科学
研究所、プラチナ通り、東京都庭園
美術館（※）等
各コース共通
対小学生以上で坂道や階段を含め
全行程歩ける人
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人 20人（抽選）
その他　※印の付いている施設には
入場しません。
申 4月7日（木・必着）までに、次のい
ずれかの方法でお申し込みくださ
い。（1）往復はがきに、希望するコ
ース名と開催日、郵便番号、住所、
氏名、年齢、日中連絡のつく電話番
号を記載の上〒105－0011芝公園4－
4－7　東京タワーメディアセンター
内　港区観光協会へ。（2）港区観光
協会ホームページ
www.minato-kanko.com
の「MINATOまち歩きコーナー」の
応募フォームへ。
※1人2コースまで申込可。1コース
につき1通ずつ申し込みください。
同伴者（1人まで）がある場合は、同
様に氏名、連絡先等をご記入くださ
い。
問産業振興課観光政策担当
 ☎3578－2552

お 知 ら せ
旧乃木邸改修工事延期
　旧乃木邸は、平成27年7月27日か
ら改修工事を行っていますが、工程
の都合により5月31日まで工期を延
期します。なお、工事終了後、邸内
の特別公開を予定しています。
問赤坂地区総合支所協働推進課土
木係 ☎5413－7015

₂0₁₆（第35回）「みなと区民まつ
り」の参加団体（出展・ステージ）
募集
対区内在住・在勤・在学者で構成
された団体・サークル
時 10月8・9日（土・日）
所芝公園一帯
人 200団体程度（申込順）
費用　一部負担あり（設営費等）
申郵送で、5月6日（金・消印有効）
までに、参加申込書(募集要項に添
付)に必要事項を明記の上、〒107－
0052赤坂4－18－13　Kissポート財
団へ。募集要項は、地域振興課（区
役所3階）、各総合支所、区民センタ
ー等で配付しています。
 ☎5770－6837
担地域振興課地域振興係

平成₂₈年度の国民年金保険料
が決まりました
　平成28年度（平成28年4月～平成29
年3月）の保険料は、1カ月1万6260円
となり、月額670円引き上げられま
す。
　なお、5月2日（月）までに、前納制
度（1年分の保険料を納付書でまとめ
て支払う）を利用すると、3460円割
り引きになります。ぜひご利用くだ
さい。
問港年金事務所 ☎5401－3211
国保年金課国民年金係
 ☎内線2662～6

放置自転車リサイクル
時 4月10日（日）午前10時～10時30分
受け付け、後に購入順位の抽選
所みなとリサイクル清掃事務所作
業連絡所（元麻布3－9－6）
販売台数　20台程度※港区民優先枠
を設けています。
費用　価格等、詳しくはお問い合わ
せください。

問（公社）港区シルバー人材センタ
ー ☎5232－9681
リサイクル自転車作業所（みなとリ
サイクル清掃事務所作業連絡所2階）
（火～金曜） ☎3479－3116

麻布十番駅自転車等駐車場の原
付利用者定期利用募集
利用開始日　4月1日（金）
利用時間　午前4時30分～翌日午前1
時30分
利用料金　50㏄以下の原付：定期利
用①一般：各月2700円②学生：各月
2200円
定期利用申し込み　電話で、NCD
サポートセンターへ。
 ☎0120－3566－21
問土木課交通対策係 ☎3578－2263

「港区みなとタバコ対策優良施
設登録飲食店ガイドブック作成
業務委託」の委託事業者をプロ
ポーザル方式により公募します
募集要項配布期間　4月1日（金）～20
日（水）午後5時まで※土・日曜、祝
日を除く。
募集要項配布場所　健康推進課健康
づくり係（みなと保健所4階）または
港区ホームページからダウンロード
もできます。
申直接、4月20日（水）までに、健康
推進課健康づくり係へ。
 ☎6400－0083

平成₂₈年度の包括外部監査人
が決定しました
　平成28年度の包括外部監査人の選
定にあたっては、平成27年度の監査
実績等を評価し、引き続き公認会計
士の山崎愛子さんと契約を締結しま
した。選定経過は、次のとおりです。

日程 経過
平成27年5月25日～
平成28年1月25日

平成27年度包括外部
監査実施

平成27年10月30日 書類審査

平成28年1月25日 平成27年度包括外部
監査結果報告

平成28年3月15日 包括外部監査契約議
案可決

平成28年4月1日 包括外部監査契約締
結の告示

問企画課企画担当 ☎3578－2094

変更・休止情報等
生涯学習施設の臨時休館
　施設保守点検等のため臨時休館し
ます。
生涯学習センター
時 4月18日（月）、5月16日（月）、6月
20日（月）、7月18日（月・祝）、8月15
日（月）、9月19日（月・祝）、11月21
日（月）、12月19日（月）、平成29年1
月16日（月）、3月20日（月・祝）
青山生涯学習館
時 6月13日（月）、9月12日（月）、12
月12日（月）、平成29年3月13日（月）
問生涯学習推進課生涯学習係
 ☎3578－2743

求人・区民委員募集
子ども家庭支援センター非常勤
職員
対次のいずれかに該当し、子ども
および子育て家庭に関する相談援助
の実務経験がある人（1）児童福祉司
（任用資格可）または社会福祉士、社

みなと

◆書面やファックスでの申し込みの際には、摩擦熱等の温度変化で筆跡が消えるボールペン等の使用をお控えください。

試験区分
　事務、土木造園（土木）、土木造園
（造園）、建築、機械、電気、福祉、
衛生監視（衛生）、衛生監視（化学）、
保健師
※ 受験資格等について詳しくは、必
ず採用試験案内をご覧ください。
第1次試験
実施日　6月5日（日）
実施場所　都内の大学等
最終合格発表
（1）土木造園（土木）、土木造園（造
園）、建築、機械、電気の試験区分：
8月24日（水）
（2）事務、福祉、衛生監視（衛生）、
衛生監視（化学）、保健師の試験区
分：8月31日（水）

試験案内の配布場所
　東京23区の各区役所および特別区
人事委員会事務局、港区役所および
各地区総合支所等
　Ⅰ類の「土木造園（土木）」「建築」
については、【一般方式】（6月5日
第1次試験実施）に加え、【土木・
建築新方式】を9月に実施します。
なお、【一般方式】と【新方式】の併
願はできません。

特別区人事委員会事務局任用課採
用係 ☎5210－9787
特別区人事委員会ホームページ
http://www.tokyo23city.or.jp/
saiyou-siken.htm
人事課人事係 ☎3578－2107

問い合わせ

特別区職員（Ⅰ類）採用試験のお知らせ平成28年度

申込方法、申込場所、申込期間
申込方法 申込場所 申込期間

インターネット 特別区人事委員会ホームページ
http://www.tokyo23city.or.jp/saiyou-siken.htm

4月1日（金）午前10時～
15日（金・受信有効）

郵送 特別区人事委員会事務局任用課
〒102－0072千代田区飯田橋3－5－1

4月1日（金）～
13日（水・消印有効）

会福祉主事、精神保健福祉士、教
員、保育士、保健師、児童指導員の
いずれかの資格を持つ人（2）大学等
において、心理学、教育学もしくは
社会学を専修する課程を修めた人
期間　5月1日～平成29年3月31日（更
新可）
勤務時間　週4日29時間（午前8時30
分～午後5時15分）
報酬　基本月額18万程度※交通費別
途支給（限度あり）
人子ども家庭支援員1人
選書類および面接による選考
申郵送または直接、4月6日（水・午
後5時必着）までに、履歴書（写真貼
付）、返信用封筒（92円切手貼付）、
応募動機と「子ども家庭支援センタ
ーにおける児童虐待や養育困難な状
況にある児童家庭への支援につい
て」のご自身の考えを書いた文章
（800～1200字）を、〒108－8315三田
1－4－10　子ども家庭支援センター
へ。 ☎6400－0091

港区屋外広告物景観形成検討委
員会委員
　屋外広告物は、地域特性を踏まえ
た良好な景観形成のための重要な要
素であり、屋外広告物による景観形
成をさらに進める必要があることか
ら、ガイドラインや誘導方策の検討
を行う検討委員会の区民委員を募集
します。
任期　6月1日～平成30年5月31日
対区内在住・在勤・在学者で、平
日の日中または夜間の会議に出席で
きる人
人 2人（書類審査および面接による
選考。なお面接日時は本人宛に通知
します）
謝礼等　委員には区の規程による謝
礼を支給します。
申郵送または直接、4月15日（金・必
着）までに、応募用紙に必要事項を
明記の上、〒105－8511　港区役所
開発指導課景観指導係へ。応募用紙
は、開発指導課（区役所6階）または
港区ホームページからダウンロード
もできます。

問開発指導課景観指導係
 ☎3578－2232・27

「港区男女平等参画推進会議」
区民委員
　区では、男女平等参画の推進を図
るため、区長の付属機関として「港
区男女平等参画推進会議」を設置し
ています。7月16日から任期の委員
を募集します。
対（1）平成28年4月1日現在20歳以上
の区内在住・在勤・在学者で、男女
平等参画社会の形成に関心があり、
平日の日中の会議（1回2時間、年6回
程度）に出席できる人※国、地方公
共団体の議員・職員、および区で設
置する付属機関等の委員に既に3つ
以上就任している人は応募できませ
ん。
内区で選任した学識経験者等の委
員とともに、行動計画や男女平等参
画の推進に関する重要事項につい
て、会議で意見を述べていただきま
す。
任期　2年（平成28年7月16日～平成
30年7月15日）
人 6人以内※保育あり（4カ月～就学
前、6人程度）
報酬等　委員には報酬および交通費
（実費）を支給します。
選書類選考、作文選考の後、面接
を行い（6月上旬～中旬）、委員を決
定します。
申郵送または直接、総務課人権・
男女平等参画係（区役所4階）および
男女平等参画センターで配布する応
募用紙に、必要事項を明記の上、
（1）「男女平等参画社会の実現に向け
た区民の役割について」（2）「日常生
活の中で私が取り組んでいる男女平
等参画について」のいずれかの作文
（800字程度）を添えて、5月16日
（月・必着）までに、〒105－8511　
港区役所総務課人権・男女平等参画
係へ。応募用紙は、港区ホームペー
ジからダウンロードもできます。
問総務課人権・男女平等参画係
 ☎3578－2025

区の手続きや施設・催し物のご案内は

年中無休　午前7時～午後11時
☎5472-3710
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港区は、みどりの保全とごみの減量に努めています。
この広報紙は、古紙を利用した再生紙を使用しています。

表2 助成区分および事業内容等 ※区等の他の制度による補助等を受けている事業は対象となりません。

助成区分 周知に対する助成
（区分A)

記念事業実施に対する助成
（区分B1）

記念事業実施に対する助成
（区分B2）

区との協働事業実施に対する助成
（区分C）

助成金額 助成対象経費の10/10以内で、上限5万円 助成対象経費の10/10以内で、
上限20万円

助成対象経費の10/10以内で、
上限70万円 助成対象経費の1/2以内で、上限150万円

事業内容
継続して実施している事業で、多くの区民等
の目に触れ、区政70周年を広く周知すること
ができる事業または、広く区民の参加を呼び
かけ、かつ多くの区民が参加する事業

区政70周年を記念して新たに実施する事業で、広く区民の参
加を呼びかけ、かつ多くの区民が参加する事業

区が支援して継続して実施してきた事業で、かつ区政70
周年を機に新たに内容を追加する等事業を拡充して実
施する事業。さらに区政70周年事業として区と協働して
取り組み、広く区民の参加を呼びかけ、かつ多くの区民
が参加する事業

助成団体数
第1回 各総合支所あたり15団体（予定） 2団体（予定） 1団体（予定） 1団体（予定）
第2回 各総合支所あたり15団体（予定） 3団体（予定） 1団体（予定） 1団体（予定）

決定方法 要件適合を審査し、申し込み順により決定 要件適合を審査し、抽選によ
り決定

要件適合を審査し、審査会の審査により、記念事業としてふさわしい事業を決定しま
す。プレゼンテーションをしていただく場合があります。

申し込み先 各総合支所協働推進課
※詳しくは、募集要項をご確認ください。 企画課 募集要項をご確認ください。

申請受付期間（第1回） 4月1日（金）～6月30日（木） 4月1日（金）～14日（木）
事業実施期間 4月1日（金）～9月30日（金） 5月7日（土）～9月30日（金）

表1助成率・助成上限内訳
助成率・助成上限 対象安全装置名称 助成上限額 最大助成率

エレベーター 
改修工事費用 

〈助成率1/2〉※1 
上限400万円

内訳

本体工事 0 0
戸開走行保護装置 300万円 10/10

地震時管制運転装置※2 50万円 1/2
耐震対策 ※2 50万円 1/2

※1 　エレベーター改修工事費用の2分の1以上は自己負担分となります。
※2 　戸開走行保護装置の設置とともに設けた場合に限り助成対象となります。

　区は、平成29年3月に区政70周年
を迎えます。区民とともに区政70周
年を迎える喜びを分かち合い、区政
への参画や協働の取り組みをより一
層充実させるため、区民等が企画し
て実施する港区政70周年記念事業に
対して助成を行います。
助成対象団体
（1）主に区民で構成し区内に事務所
等の活動拠点を置く団体
（2）区内事業者

（3）その他区長が適当であると認め
た団体
　ただし、次のいずれかに該当する
ものは助成の対象となりません。
（1）宗教活動および政治活動を主な
目的とするもの
（2）暴力団または暴力団若しくはそ
の構成員の統制下にあるもの
（3）国、地方公共団体および独立行
政法人並びにそれらの外郭団体

助成区分および事業内容
　助成区分ごとに表2のとおりと
し、かつ次の要件をすべて満たすも
のが対象となります。
（1）区内で開催する事業
（2）助成対象団体が企画および運営
を行う事業
（3）地域の活性化に役立つ事業
助成金額
　助成対象経費から総収入を引いた
金額の範囲内で表2のとおり
申請期間
　第1回の受け付けは、表2のとお
り。第2回の受け付けは、募集要項

をご確認ください。
募集要項および申請書
　募集要項および申請書は、4月1日
（金）から、各総合支所協働推進課、
企画課（区役所4階）で配布する他、
港区ホームページからダウンロード
もできます。
申し込み
　募集要項を確認の上、申請書およ
び関係書類を表2の申請受付期間内
に、直接、申し込み先へ。

　エレベーターに戸開走行保護装置
等の安全装置を設置する改修工事の
費用の一部を区が助成します。
戸開走行保護装置とは
　エレベーターのドアが閉じる前に
かごが昇降した場合、自動的にこれ
を検出する装置と、かごを制止する
ブレーキを二重化した安全装置のこ
とです（図参照）。平成21年9月から
新設するエレベーターには、戸開走
行保護装置の設置が法律で義務化さ
れました。しかし、それ以前に設置
されたエレベーターは、法律による
義務がないため戸開走行保護装置の
設置が進んでいません。
助成対象
　区内のマンションに設置されてい
るエレベーターに戸開走行保護装置
を設置する改修工事が対象です（共
同住宅部分の床面積が建物全体の床
面積の3分の2以上のものに限る）。
助成内容
　エレベーター改修工事のうち安全
装置等設置の費用のみを助成対象と
します。助成上限額をエレベーター

改修工事費用の2分の1かつ各種安全
装置ごとに定めています（表1参
照）。

―平成28年4月1日募集開始―

既存エレベーターの戸開走行
保護装置等の設置を支援します

　 区民の皆さんとともに祝います

港区政70周年記念助成事業
助成団体を募集します

建築課建築設備担当
 ☎3578－2300・01

問い合わせ

図　戸開走行保護装置設置イメージ

二重ブレーキ

制御盤

戸開走行
保護装置
回路

かご

特定距離
感知装置

企画課企画担当 ☎3578－2089
問い合わせ

　学校給食は、児童・生徒が正しい食
習慣を身に付ける「食育」の機会でもあ
ります。港区立の各小・中学校では、
給食の時間を通じてさまざまな「食育」
の指導をしています。箸や飯碗・汁碗
の正しい持ち方といった食事マナーの
指導、献立に登場する食材に実際に触
れさせて、その成り立ちを学ぶ等、工
夫を凝らした食育に取り組んでいます。
　港南小学校では、平成27年度の総
合的な学習の時間に5年生が魚につい
て学びました。愛媛県で漁師をしてい
る人を招いて、自分たちが普段食べて
いる魚はどうやって捕られているのか
といったお話を伺い、実物の魚や釣り
ざおを見せてもらいました。食事や食
材について楽しく考えることができま�
す。
　献立は教科書、食材は教材でもあり

ます。児童が旬の食材を知り、実際に
食べることは「食育」につながっていま
す。
　献立に旬の食材が登場するときには、
できるだけ実物を児童に見せて説明す
るようにしています。平成27年度の3
年生の学級活動では「大豆博士になろ
う」という授業をしました。児童は、大
豆が豆腐、がんもどき、みそ、納豆、
きなこ等の材料になることや、黒色、
黄色、緑色の大豆がそれぞれどんな料
理になるのかを学びました。
　節分前の給食のデザートは、きなこ
をまぶした、うぐいす餅でした。児童
から「この緑の粉は何？」と聞かれ、「大
豆の勉強をしたときに話した『きなこ』
だよ」と伝えると、皆納得してくれまし
た。

旬の食材を通じて食育指導

おはなしおはなしの
港南小学校

No.11

【次回は白金の丘学園です】

うぐいすもちの作り方

献 立

材料（4人分）

　白玉粉� 80ｇ
　上新粉� 15ｇ
　水� 適量

　うぐいすきなこ� 40ｇ
　砂糖� 28ｇ
　塩� 少々

人気のメニュー カレーうどん、大根サラダ、うぐいす餅、牛乳

❶�白玉粉と上新粉を混ぜ合
わせる。
❷�❶に水を加え、耳たぶく
らいの固さになるまで練
る。
❸�❷を団子に成型し、火が
通りやすいように中央を
へこませ、沸騰した湯の
中に入れ茹でる。浮いてきたら、水にとる。
❹�うぐいすきなこ、砂糖、塩を混ぜ合わせる。
❺�茹で上がった団子に、④をまぶす。




